
 

 

初診・再診時選定療養費に関するＱ＆Ａ 

 

 

Ｑ１．選定療養費とは何ですか？ 

【Ａ１】通常の保険診療とは別に、追加的な医療サービスを受けることを選定した際に発生

する特別の費用負担のことです。 

初診・再診時選定療養費は、「初期の治療は地域の医院・診療所などで、高度・専門

医療は病院（200床以上）で行う」という、医療機関の機能分担の推進を目的として厚

生労働省により制定された制度です。 

令和４年診療報酬改定においては、対象病院が 200 床以上の地域医療支援病院及び

紹介受診重点医療機関に拡大されるとともに、徴収金額の下限が引上げられました。 

 

Ｑ２．地域医療支援病院とは何ですか？ 

【Ａ２】国の方針として、患者さんに身近な地域において、効率的で効果的な医療の提供が

できるよう患者さんへの医療提供や医療機器の共同利用などで連携し、地域の診療所

等「かかりつけ医」とそれらを後方支援する病院「地域医療支援病院」の機能を役割分

担することが進められています。 

伊那中央病院では、平成 23年に県から「地域医療支援病院」の承認を受け、地域医

療の第一線を担う「かかりつけ医」を支援できるよう連携強化を図っています。 

 

Ｑ３．なぜ、医療機関の機能分担を推進するのですか？ 

【Ａ３】初期治療、継続的な治療は開業医の先生が力を発揮する分野であり、高度な医療機

器を使った検査や手術などは、設備の整った地域医療支援病院などでなくては対応で

きません。地域医療支援病院などに軽易な患者さんが多数受診すると、高度な医療を

必要としている重篤な患者様の診療が遅れてしまうことが考えられます。 

まずは開業医を受診して、開業医の先生の判断で適切な病院を紹介してもらうこと

が、患者さん・医療機関の双方にとって良い結果をもたらすものと考えます。 

 

Ｑ４．初診時選定療養費は、どのような場合に支払わなければならないのですか？ 

【Ａ４】他の医療機関から紹介状を持参されず受診された初診の患者さんが対象となります

が、厚生労働省の定めにより対象外となる場合があります。 

 

Ｑ５．「初診」とはどのような場合をいいますか？ 

【Ａ５】「当院を初めて受診する場合」や「過去に受診歴はあるが、すでに治癒または自己都

合により中断した後に受診する場合」などがあげられます。 

 

Ｑ６．初診時選定療養費は、どのような場合に徴収対象外となりますか？ 

【Ａ６】主に、次に掲げる患者さんはお支払いの対象外となります。 



 

 

①他の医療機関からの紹介状をお持ちいただいた方 

②救急車等で搬送された方及び重篤で緊急の医療行為が必要とされる方 

③特定の疾患または障害などにより各種公費負担制度を受給されている方 

④生活保護法による医療扶助の対象となられている方 

⑤当院で治療継続中に他診療科に院内紹介された方 

⑥外来受診から継続して入院した方 

⑦治験協力者である方 など 

 

Ｑ７．受診日に別の診療科を初受診した場合には、初診時選定療養費はかかりますか？ 

【Ａ７】令和４年診療報酬改定において、診療を継続している患者さんが新たな疾患で初診

受診する場合は、院内紹介でない限り徴収の対象となりました。 

 

Ｑ８．乳幼児等医療・ひとり親家庭等医療は徴収対象外になりませんか？ 

【Ａ８】福祉医療費給付事業のうち、乳幼児医療・ひとり親家庭等医療は厚生労働省の定め

により徴収の対象外とする要件に該当しないため、選定療養費の徴収対象となります。 

 

Ｑ９．再診時選定療養費は、どのような場合に支払わなければならないのですか？ 

【Ａ９】再診時選定療養費は、当院から他医療機関への紹介を行ったにも拘わらず、患者さ

んが自らの希望で当院を継続受診する場合に受診の都度、お支払いいただきます。 

ただし、【Ａ５】の①②③④⑥に該当する患者さんは同じく対象外となります。 

 

Ｑ10．美容外科の受診時も徴収対象になりますか？ 

【Ａ10】美容外科は自費診療のため、初診時選定療養費の徴収対象となりません。 
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